
国立国語研究所学術情報リポジトリ

A system analysis of the word count programs

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 石綿, 敏雄, ISIWATA, Tosio

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00000984URL



語彙調査第一段階のプログラムの

基本的な考え方

石　綿敏　雄

1　　ここでいう語彙調査プμグラムとは・語い調査を電子計算機によって

行なうばあいの，機械処理プログラム全体をさしていうことにする。用語

調査を電子計算機を用いて行なうばあいには・全体の行程を分析し・どの

部分をどのように機械に乗せるのがよL・かについて，まず考えなければな

らない。

　　プログラムのシステム・アナリシスを行なうばあい，原始データとして

、どのような形のものがあり，計；算機にかけるまでにどのように手を加える

之とができるか・入力としてどのような形にするのがよいか・患力として

　どのよ5なものが必要であるのか・そのためにどのような機械処理が必要

・になるか・また可能であるか・また以上にあげたことが：互にどのように関

係させるか（前の行程から後ろの行程へというだけでなく・むしろ後ろの

・行程から賄の行程への要請も含まれる）・どのように配置すれば効率的で

、あるか，結局全体としてどのような形を考えるのか・とい5よ5な問題を

　とりあげなければならない。

　語い調査のばあいには・原文・前処理・機械処理・後処理のあり方を検

．討すること力泌要である。ここでは・われわれが現在行なっている新聞用

．語調査のプログラムの・基本的な考え方について述べることにする。

　　このような処理についての分析は，従来各方面で実施された，または実

行されつつある，電子演算機による用語調査の際にも行なわれているわけ

であり，本来・ここでもそれについてふれるべきであるが，いっさい省略

する。注）

いま従来の考え方や処理方法について書及する余裕がないので，筆者が見た文献の

目録を示すにとどめる。

　　　　　　　　　　　　　　ym　47　’一一



1）　NSF　：　Curxent　researeh　and　development　in　seienti£ic　documentationt，
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5）水谷静夫「電子計算機と古典の総索引作り」『国語と国文学』1964
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　月轍1967
　以上のうち2）は，たとえば　A．」．Co叢葺；The　automatic　constk’uction　of∬

910ssayy《lnfourmation　and　Control》1960　vol．3などを始めとする，西欧各L

霞での業績を集めて翻訳したものである。

　次に，筆者が今までに書いたものを並べておく。

i）　「電子計算機による語い墨筆の一実験」窪国語研究所i論i璽2霞1965

ii　）　「国立国語概究所における電子計鋒機のapplication」ぽH理AC　za・・一ザ研究

　会第3回大回紀念論文集』1966

ili）「ことばと電子計本機」『数理科胸1966

iv）「スペイン語の語い調査」『スペイン図書』1966

　語い講査全般のこと，語い調査を電子討算機で行なうばあいの全般的な問題，およ；

びこの論文のなかで述べるわれわれの：方法のための準備的研究などについては，DIL：．

（i～量y）にゆずって，ここではくりかえして述べない。なお，準備的研究である「6渉

カンソ」のプPtグラムについては本報告書中の

　斎藤秀紀「電子計箕機と漢テレによる用語総索引の作成」．（黍報告書所収）を参照。tt
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彊　　日本語の用語調査を考えるとき，どうしても文字のことを問題として

とりあげなければならない。電子計算機のような機械を用いるばあいには

ことにそうであって，このことが全体の設計に大きな影響を与える。われ

われが現在行なっている方法は，漢テレを利周し，漢字のままでIN，OUT

できるように考えた。注）

　前節において語い調査プログラムのばあいには，しごとの流れの分析と

して大きくみて，原データ，前処理，機械処理，後処理，結果表類の諸段

階とその連絡について考える，といったが，これを取り扱うに当たって今

回は次のように考えることにした。

　　プログラム全体のつくり方語い調査作業の電子計算機への乗せ方とし

て，

　①Pre－ediも作業で層別単位の切り方のすべて，漢字の読み方，岡語

　　異語などの情報のすべてを書きこんでしまい，あとは計算機による処

　　理を行なう方法，と

　②：Pre－edit作業では上記のうちのごく4・部分に限定し，一度討算機

　　による処理を行ない，あと再び人間が手を入れる方法

とが存在する。そして，②のなかでも，入間の後処理のあと再び討算機に

よる処理を行なう方法も考えられる。さらに「ごく小部分」に何を含めるか

によっても考え方が違ってくる。

　結論から先にいうと・おれわれのプログラム・アナリシスでは②の方法

を採用し，Pre－edi七としては，長単位語による単位切りと層別の傭報を

添えること，という二つの作業を行なうだけにした。

　これは次のような理由による。

　①電子計算機への入力以前に各単語に情報を付けるとすると，出現す

　　る単語のすべてに出現順に情報をつけていかなければならない。この

　　ことは，単語の使用法の把握認定にとっては能率的で便利であるとい

　　　う利益もあるが，それによる損失もかなり大きい。すなわち，

漢テレを用いること・および漢テレ野手uこついては・本報告書所収松本昭「国研

用漢字テレタイプと同機利用の言語情報処理について」および48ページ所掲論文漏

1罎参照。
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　1）繰りかえし繰りかえしでてくるものにいちいち情報をつけなけれ

　　ばならない。

　2）　そのようなばあいに，人間による作業では不統一なあつかいをし

　　てしまうことが多く，これをさけることは困難である。

　3）　人間作業による不統一な処理は，これをそのまま計算機によって

　　data　processすると，　ou七putにそのままにあらわれてくる。

　4）同語異語の情報をあらかじめ記入するためには，結局ひとつの辞

　　書のようなものをつくらなければならない。これはこれ自身大きな

　　しごとになってしまう。

　5）長い単位は作業的にみて比較的切りやすい面があるが，短い単位

　　は作業の等質性を保つのがむずかしい。柱1）

②長い単位に切って入力し，電子計算機で分類排列したあとで短い単

　位に切ったり種々の（同語異語など）情報を記入すれば，

　1）圖じものに対してはまとめて処理することができるので，はじめ

　　原文について情報を記入するばあいと比較すると，くりかえして記

　　入する手問が省け，1團で行なえる。

　2）単位切り，岡語三三の記入なども同様の理由でまとめて行なえる

　　ので，蒔間的な節約，記入の誤まりを防ぐことができる。

　　　とのような点から考えて，上記のようにPre－editとして長単位

　　語による単位切りと層別の情報を添えるという方向をとることにし

　　たのであった。

　　　以上のことをたしかめるために，乱闘計算を行なってみた。長単

　　二つの単位を用い，漢テレによって前後話語の用例を打ち出して，

　　それによって同語異語の判劉を行ない，最終的な語い表を作成する

　　とい5段階まで考えてみた結果，やはり上記のと同様の結論が得ら

　　れた。注2）

1。今回の調査ではいわゆる文節にあたる長い単位と，短い単語，または造藷成分に

あたる短い単位，との二つの単位を共用することにしている。

2．このことについてもここでくわしくふれる余裕がない。次の文献を参照してほし

い。山本武，小林さち子，石綿敏雄「語い調査プmグラムの時間計算」胴報』（国立

国語硫究所第一資料概究室言語計量研究室発行）　AUGUST　1965
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皿　　国立国語研究所で現在行なっている新聞語い調査の第一段階プログラ

　ムは・その全体的なプランが昭和41年春に起案されたもので，このプロ

　グラムの意図はできるだけ早くある程度の段階のデータが得られることを

　目的としたものであって，「急行コ一生ス」と呼ばれる。ここではこれを全体

的に展望することにする（細部にわたっての話題についてはそれぞれの闘

連論文をみてほしい）。F急行コース」のプnグラムプランはNBC山本武

氏の協力を得て第一資料，言語計量研究室員の全員によって討議され，ほ

　ぼ同年中に実際の機械用プログラムが完成された。

　　語い調査急行コースは次のような目的をもって企画されたプログラムで

　ある。

　1簡単なpre－edkのままで入力し，それからでき・るだけ多くの情報が

　　得られることをng一一・の目的とする。

　2　同語異語のしわけはできないが，記文についての語形による索引がで

　　きること。また層別によるうちわけが示せること。

　3　文字に関係する調査資料としてはかなり多くのことが得られること。

　　すなわち文字の使用度数の集計とそれによる分類が可能なこと。また文

　　字の使用された長単位語が用例としてou七pu七できること。

　4上記2の表があとの二二分析の作業に使えること。

　　　計算機による処理を行なうためには・その前に原文について前処理を

　　行ない，これをさん正しなけれぼならない。この急行コーースでは原文に

　　資料番号をそえ・原文の層劉情報を与えておく。注1）原文を長単位に切

　　る。注2）

　　という前処理をほどこし，これをさん回しやすいように蒋製の原稿用紙

　　に清書し，これを漢テレによって紙テープにさん孔する。

　　　計算機のなかでの操作について述べると次の通りである。

　　①その原文を計算機のなかによみこみ磁気テ・一一プに書く。

1．本報皆総収　林四郎「新聞語彙調査の概略と語彙分析法試案」について，参照。

2，計臨機で単位切りを行なうことも考えられる。この問題にも着手しているが，そ

の実規はやや遠い将来の問題であろう。
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②原文の一つ一つの単語についてレコードを作成する。ta1）

③これを分類する。

④語毎に各種の集計を行なってこれをout　putし，各種の表を作成：

　する。（後述ou七pudん3）

⑤添字について一つ一つのレコードをつくる。

⑥これを分類し集計して漢字分類のための表を作成する。（後述out

　pu七4～5）

上のような操作をほどこした。

　部分的にさらにくわしくいえば，

1計算機のなかに原文を入れるにあたって，pre－editとしての人岡

　作業のあやまりや，紙テープにさん孔した漢テレ上のあやまりなどが

　あるかもしれない。漢テレのマシンチェックが必要になる。tt2）

3分類する，については，分類排列のとき何も手を加えないままで行

　なえば，漢テレコードのH理AC　3010によって所持しているコード

　の大小順に並ぶことになる。

　　これだけでも索引を作れば使えないことはないが使いにくいので・1

　あらかじめ漢字の代表音をきめた表を痢意しておき，それを参照して

　データの各レコードの第一字目の漢字に代表音をそえ，これによって

　分類排列して引きやすい語い表を作る方法をとった。注3）

　　急行＝一スのout　pu七として予定しているものは，次の5種である。

①50音順語い表

　　各語の総使三度i数とそのひとつひとつの出典の表。この語い表は総

　索引の性格をもつ。

②度数順語い表

　　①の50音順語い表を，出典を示さず，度数腰にならべかえたもの。

1・レ＝一ドを作成するとい5のは人台の手作業でいえば単語カードをつくるのに相、

当する。これを計算：機の中で行なう。

2・これに関しては本報告所収の木村繁　「漢テレ入力データのチェッ，ク」を参照

3・：本報告所収田中章夫　「電子討算機によるワードリスト作成上の一問題」および田

中章夫「用語調査におけるワードリス1・作成上の一問題」H理AC＝L・一ザ研究会第

4回大会認念論文集1967参照。
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　（後にこれに層別の数字が付加された。）

③　50音順層例語い表。

　50音順語い表に出典を示さず層別度数表を付記したもの。

④　度数順用側付漢字表

　　漢字を使用度数回にならべて度数と順位を示し，その漢字がどんな

　用語に用いられたかを示す表

⑤部首順漢字表

　　部首順に排列した漢字表，度数と順位付き。

　　度数二三例付漢字表のための索引として使用することができる。

　　ou七pu七の表作成にあたっては，ど5しても漢字を用いなければ

　ならない部分だけ漢テレを用い，数字のみで足りる部分はラインプリ

　ンタで打ち出すようにし，前者と後者が連絡できるように考えた。こ

　れはout　putの時間をできるだけ少なくするためである。したがっ

　て漢テレの印字フォーマットも工夫し，むだなスペース動作を行なわ

　ないように考えた。

　　計算機の中でのデータ処理の手順は，前ぺ・・一ジのゼネラルフPt　一に

　示す通りである。（当初の計画）

IV　この急行コースの結栗のアウトプットでは・次のような点に問題が存

　する。

　1　ここで得られる語い表は，もとの語表記をそのままとったもので，こ

　　のままでは不完全である。すなわち漢字にその完全な読みがきめられて

　　いないL，語い調査の過程上・同語素語についての操作（同形異語の弁

　　別と異形同語の集合）をへていない0

　2上に示したような操作をどこまで計算機で行なうことができるか。完

　　全な自動化を急に行なうことができないが・人間の操作を加えるとして

　　これをどの点まで行なうことにするか。注）

　この問題に弱しては田中章夫「電子計算機による漢字の自動解読とその問題点」『計

量濁語学』および48ページ文献i参照。文献iで述べた方法はわれわれの段階ではい

まだまったくの実験的なこころみでしかないが，48ぺ・・一ジ文献6によれば，フランス

では大規模な設査で実際に使用するという。
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　現在のところ多分に人間の作業に頼らなければならないが，そ5だと

すれば人間の作業をどのような形で行なって最終的な語表作成にいたる

か。分析をどのように行なうか。

　以上のよ5な問題および計画遂行中に行なわれた変更などについて

は，別の機会に発表されることになろう。
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